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滋賀県・「メインバンク」動向調査（2025 年） 
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202５年度のメインバンク調査では、滋賀銀行が 9 年連続の首位となり、「関西みらい銀行」「滋

賀中央信金」などが続いた。全業種で滋賀銀行がシェア 5 割超となり、滋賀県唯一の地方銀行と

しての存在感を示した。業態別では、「地方銀行」がシェアを落とした一方、「信用金庫」は 6 年連

続でシェアを増加させた。 
 

 

株式会社帝国データバンクでは、2025 年 10 月末時点の企業概要データベース「ＣＯＳＭＯＳ２」（１４２２８社収録、特殊法人・個人事業主含む）をもと

に、企業が「メインバンク」と認識する金融機関を分析した。一企業に複数のメインがあるケースでは、各企業が最上位として認識している金融機関

をメインバンクとした。同調査は 2024 年 12 月に続き 9 回目。 

[注]本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有する企業概要データベース「ＣＯＳＭＯＳ２」に収録された企業データであるため、各金融機関がメ

インとして認識する実数と異なる場合がある。  

 

 

  

SUMMARY 

2026/01/15 

「信用金庫」は 6 年連続シェア増加  

「滋賀銀行」が、 
シェア 57.28％で 
9年連続トップ 
 

2026/01/15   

帝国データバンク滋賀支店 

内藤 壇（支店長）  

TEL：077-566-8230（直通）  

FAX：077-566-8233  

info.shiga@mail.tdb.co.jp  

 



  2 

 

滋賀県・「メインバンク」動向調査（2025 年） 

「滋賀銀行」が８１５０社、９年連続首位 

滋賀県内の企業がメインバンクとして認識している金融機関は、「滋賀銀行」（大津市）が 8,150 社

（前年比６５社増）、構成比５７．２８％（同１．０３ポイント減）となった。前年比でシェアは減少したものの、

社数を増やし、2 位以下に大きく差をつけての首位となった。 

2 位は、滋賀県を地盤とする第二地方銀行だったびわこ銀行の地盤を継承する「関西みらい銀行」

（大阪市中央区）の 1,744 社（同 8 社減）、構成比 12.26％（同 0.38 ポイント減）となった。なお、強

固な地盤を有する 2 行のシェアは、合計で約 7 割を占めた。 

 

県内に本店を置く金融機関では、「滋賀中

央 信 金 」 （ 彦 根 市 ） （835 社 、 構 成 比

5.87％）が社数を 37 社伸ばし 3 位。5 位

の「長浜信金」（長浜市）（497 社、同３．４

９％）も社数を伸ばした。「湖東信金」（東近

江市）（434 社、同 3.05％）が 6 位を堅持

し、「滋賀県信組」（甲賀市）（236 社、同１．

６６％）が 8 位となるなど、信金・信組が安定

した基盤を維持していることがうかがえる。 

「関西みらい銀行」を除く県外の金融機関

では、4 位の「京都信金」（京都市下京区）

（521 社、同３．６６％）、7 位の「京都銀行」

（京都市下京区）（329 社、同２．３１％）、9

位の「京都中央信金」（京都市下京区）（165

社、同１．１６％）も社数を伸ばした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滋賀県 メインバンクシェア上位30位

2025年
社数 シェア

前年比 前年比

1 滋賀 8,150 +65 57.28% ▲ 1.03

2 関西みらい 1,744 ▲ 8 12.26% ▲ 0.38

3 滋賀中央信金 835 +37 5.87% +0.11

4 京都信金 521 +14 3.66% ±0.00

5 長浜信金 497 +1 3.49% ▲ 0.09

6 湖東信金 434 +14 3.05% +0.02

7 京都 329 +10 2.31% +0.01

8 滋賀県信組 236 ▲ 3 1.66% ▲ 0.06

9 京都中央信金 165 +8 1.16% +0.03

10 三菱ＵＦＪ 140 +6 0.98% +0.01

11 大垣共立 120 ±0 0.84% ▲ 0.03

12 三井住友 89 ±0 0.63% ▲ 0.01

13 りそな 68 +1 0.48% ±0.00

14 みずほ 64 +1 0.45% ±0.00

15 商工中金 49 ▲ 3 0.34% ▲ 0.04

16 レーク滋賀農協 43 +2 0.30% ±0.00

17 ゆうちょ 27 +7 0.19% +0.05

18 グリーン近江農協 24 ±0 0.17% ±0.00

19 東びわこ農協 16 +1 0.11% ±0.00

20 北びわこ農協 15 +1 0.11% +0.01

21 甲賀農協 14 ▲ 2 0.10% ▲ 0.02

21 近畿産業信組 14 +1 0.10% +0.01

23 滋賀県信連 13 ▲ 1 0.09% ▲ 0.01

24 レーク伊吹農協 12 ▲ 1 0.08% ▲ 0.01

25 福井 11 ▲ 2 0.08% ▲ 0.01

26 楽天 10 +2 0.07% +0.01

27 滋賀県民信組 8 +2 0.06% +0.02

28 日本政策金融公庫 6 ▲ 2 0.04% ▲ 0.02

28 PayPay 6 ±0 0.04% ±0.00

30 京滋信組 5 ±0 0.04% ±0.00

順位 取引銀行名 社数 シェア
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滋賀県・「メインバンク」動向調査（2025 年） 

「地方銀行」のシェアは７２．９５％ 

「信用金庫」はシェアを拡大させ、2 年連続の 17％超 

業態別にみると、「地方銀行」がシェア 72.95%となり、最も比率が高くなった。シェアは前年比

1.42 ポイント減となったが、社数は 67 社増加した。 

 「信用金庫」（同 17.32%）は 6 年連続でシェアが増加し、2 年連続の 17％超となった。「都市銀行

（メガバンク）」（同２．５４％）は前年比 0.01 ポイント減となったが、社数では 8 社増加した。なお、前年

まで 2 年連続で増加していた「信用組合」は、社数は前年と同数となったが、シェアは０．０４ポイント減

となった。また、全国的に徐々にシェアを伸ばしている「ネット銀行」は、１９社と前年比２社増加し、シェ

ア 0.13％となった。 

 

2024～25 年調査にかけてメインバンクを「地方銀行」から

変更した企業 70 社の動向をみると、変更先として最も多いの

が「信用金庫」の 52 社（構成比 74.29％）だった。中小零細を

中心に、より地域や経営に密着した信用金庫に変更する動きが

進んでいる可能性がある。 

次いで「メガバンク」（7 社、構成比 10.00％）、「信用組合」

（6 社、同 8.57％）、「農協」（1 社、同 1.43％）が続いた。 

 

 

 

 

 

信用金庫

74.29%

メガバンク
10.00%

信用組合

8.57%

農協
1.43%

その他
5.71%

メインバンクを「地方銀行」から

変更した70社（2024年→25年）

[注] 「地方銀行」間の変更は除く

地方銀行 信用金庫
都市銀行

（メガバンク）
信用組合 農協

政府系

金融機関

その他の

金融機関

ネット銀行など

新形態の銀行
第二地銀 信託銀行 労働金庫

10352 2162 364 247 164 57 30 8 8 5 1

76.05 15.88 2.67 1.81 1.20 0.42 0.22 0.06 0.06 0.04 0.01

10260 2180 362 249 159 56 29 7 8 4 1

75.88 16.12 2.68 1.84 1.18 0.41 0.21 0.05 0.06 0.03 0.01

10164 2206 358 250 151 59 28 10 8 5 2

75.61 16.41 2.66 1.86 1.12 0.44 0.21 0.07 0.06 0.04 0.01

10263 2275 366 246 153 55 28 10 8 4 2

75.37 16.71 2.69 1.81 1.12 0.40 0.21 0.07 0.06 0.03 0.01

10318 2334 369 260 151 57 23 13 8 4 2

75.05 16.98 2.68 1.89 1.10 0.41 0.17 0.09 0.06 0.03 0.01

10312 2391 354 264 144 60 25 17 8 4 2

74.37 17.24 2.55 1.90 1.04 0.43 0.18 0.12 0.06 0.03 0.01

10379 2464 362 264 144 55 32 19 9 3 1

72.95 17.32 2.54 1.86 1.01 0.39 0.22 0.13 0.06 0.02 0.01

▲ 1.42 +0.08 ▲ 0.01 ▲ 0.04 ▲ 0.03 ▲ 0.04 +0.04 +0.01 ±0.00 ▲ 0.01 ±0.00

※上段は社数、下段は比率（％）

2025

滋

賀

県

2020

2021

2022

2023

2024

前年比

業態別シェア　2025年上位順

調査年

2019
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滋賀県・「メインバンク」動向調査（2025 年） 

業種別ランキング 

 主要 7 業種（「建設」「製造」「卸売」「小売」「運輸・通信」「不動産」「サービス」）別にみると、「滋賀銀

行」が全業種で 5 割超えのシェアを占めトップとなり、「建設」「卸売」では 6 割を超えた。「関西みらい

銀行」は全業種で 2 位、最も社数の多い「建設」では 15.18％のシェアを占めた。「滋賀中央信金」は

全業種で 3 位となり、「建設」「小売」「不動産」で 6.0%以上のシェアを確保した。 

 上位行において大きな順位変動は見られないものの、「製造」では「長浜信金」が 5 位（前年 6 位）に、

「卸売」では「京都中央信金」が 9 位（同 10 位）、「小売」では「京都銀行」が 7 位（同 8 位）に順位を上

げた。「不動産」では、「京都信金」が 4 位（同 5 位）、「湖東信金」が 6 位（同 7 位）となった。 

 

 

 

 

 

 

建設業

2025年
金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 （ 1 ） 滋賀 3,003 ▲ 15 61.54% ▲ 0.46

2 （ 2 ） 関西みらい 741 +3 15.18% +0.02

3 （ 3 ） 滋賀中央信金 321 +9 6.58% +0.17

4 （ 4 ） 長浜信金 184 +6 3.77% +0.11

5 （ 5 ） 京都信金 149 +1 3.05% +0.01

6 （ 6 ） 湖東信金 143 ▲ 1 2.93% ▲ 0.03

7 （ 7 ） 滋賀県信組 78 ▲ 1 1.60% ▲ 0.02

8 （ 8 ） 京都 75 +2 1.54% +0.04

9 （ 9 ） 京都中央信金 50 ▲ 2 1.02% ▲ 0.05

10 （ 10 ） 大垣共立 27 ▲ 3 0.55% ▲ 0.07

製造業

2025年
金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 （ 1 ） 滋賀 959 +1 55.18% ▲ 0.07

2 （ 2 ） 関西みらい 173 ▲ 4 9.95% ▲ 0.26

3 （ 3 ） 滋賀中央信金 93 ±0 5.35% ▲ 0.01

4 （ 4 ） 京都信金 75 +3 4.32% +0.17

5 （ 6 ） 長浜信金 66 +2 3.80% +0.11

6 （ 5 ） 京都 64 ▲ 3 3.68% ▲ 0.18

7 （ 8 ） 湖東信金 61 +3 3.51% +0.17

7 （ 7 ） 三菱ＵＦＪ 61 +1 3.51% +0.05

9 （ 9 ） 三井住友 37 +1 2.13% +0.05

10 （ 10 ） 滋賀県信組 32 ±0 1.84% ▲ 0.01

卸売業

2025年
金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 （ 1 ） 滋賀 636 +7 60.00% +0.94

2 （ 2 ） 関西みらい 106 ▲ 7 10.00% ▲ 0.61

3 （ 3 ） 滋賀中央信金 62 +1 5.85% +0.12

4 （ 4 ） 京都信金 51 ±0 4.81% +0.02

5 （ 5 ） 京都 44 +2 4.15% +0.21

6 （ 6 ） 長浜信金 34 ▲ 1 3.21% ▲ 0.08

7 （ 7 ） 湖東信金 25 ±0 2.36% +0.01

8 （ 8 ） 滋賀県信組 21 ±0 1.98% +0.01

9 （ 10 ） 京都中央信金 12 +1 1.13% +0.10

9 （ 9 ） 大垣共立 12 ▲ 1 1.13% ▲ 0.09

小売業

2025年
金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 （ 1 ） 滋賀 1,000 ▲ 8 57.34% ▲ 0.03

2 （ 2 ） 関西みらい 195 ▲ 4 11.18% ▲ 0.15

3 （ 3 ） 滋賀中央信金 124 ▲ 1 7.11% ±0.00

4 （ 4 ） 京都信金 86 ▲ 1 4.93% ▲ 0.02

5 （ 5 ） 長浜信金 79 ▲ 3 4.53% ▲ 0.14

6 （ 6 ） 湖東信金 78 +3 4.47% +0.20

7 （ 8 ） 京都 41 +1 2.35% +0.07

8 （ 7 ） 滋賀県信組 38 ▲ 4 2.18% ▲ 0.21

9 （ 9 ） 京都中央信金 21 ±0 1.20% ±0.00

10 （ 10 ） 大垣共立 17 +2 0.97% +0.12

順位

順位

順位

順位

運輸・通信業

2025年
金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 （ 1 ） 滋賀 272 ▲ 1 55.17% ▲ 0.77

2 （ 2 ） 関西みらい 72 ▲ 1 14.60% ▲ 0.36

3 （ 3 ） 滋賀中央信金 27 +2 5.48% +0.36

4 （ 4 ） 京都 21 +1 4.26% +0.16

5 （ 5 ） 長浜信金 16 ±0 3.25% ▲ 0.03

6 （ 6 ） 商工中金 14 ±0 2.84% ▲ 0.03

6 （ 7 ） 湖東信金 14 +1 2.84% +0.18

8 （ 8 ） 京都信金 11 ±0 2.23% ▲ 0.02

9 （ 9 ） 三菱ＵＦＪ 8 ±0 1.62% ▲ 0.02

10 （ 10 ） 滋賀県信組 5 ±0 1.01% ▲ 0.01

サービス業

2025年
金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 （ 1 ） 滋賀 1,739 +66 53.97% ▲ 3.66

2 （ 2 ） 関西みらい 327 +4 10.15% ▲ 0.98

3 （ 3 ） 滋賀中央信金 143 +20 4.44% +0.20

4 （ 4 ） 京都信金 113 +8 3.51% ▲ 0.11

5 （ 5 ） 長浜信金 85 ▲ 3 2.64% ▲ 0.39

6 （ 6 ） 湖東信金 80 +4 2.48% ▲ 0.14

7 （ 7 ） 京都 53 +4 1.64% ▲ 0.05

8 （ 8 ） 滋賀県信組 37 ▲ 1 1.15% ▲ 0.16

9 （ 9 ） 京都中央信金 33 +8 1.02% +0.16

10 （ 10 ） 三菱ＵＦＪ 26 +5 0.81% +0.09

不動産業

2025年
金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 （ 1 ） 滋賀 406 +10 50.88% ▲ 0.88

2 （ 2 ） 関西みらい 109 +1 13.66% ▲ 0.46

3 （ 3 ） 滋賀中央信金 54 +4 6.77% +0.23

4 （ 5 ） 京都信金 30 +3 3.76% +0.23

4 （ 4 ） 長浜信金 30 ±0 3.76% ▲ 0.16

6 （ 7 ） 湖東信金 27 +4 3.38% +0.37

6 （ 6 ） 京都 27 +2 3.38% +0.11

8 （ 9 ） 滋賀県信組 22 +3 2.76% +0.28

9 （ 8 ） 京都中央信金 20 ±0 2.51% ▲ 0.10

10 （ 10 ） 三菱ＵＦＪ 9 ▲ 1 1.13% ▲ 0.18

※カッコ内は前年順位

順位

順位

順位
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滋賀県・「メインバンク」動向調査（2025 年） 

売上高規模別ランキング 

 売上高規模別にみると、前年と同様の結果となった。 

 「滋賀銀行」が全規模で 5 割超えのシェアを占めトップとなり、「5～10 億円未満」では 6 割を超え

た。「50 億円未満」では「関西みらい銀行」がすべて 2 位、「10 億円未満」では「滋賀中央信金」がす

べて 3 位となった。「10 億円未満」のトップ 10 にメガバンクはランクされなかったが、「10～50 億円

未満」では 3 位に「三菱 UFJ 銀行」（東京都千代田区）、8 位に「三井住友銀行」（東京都千代田区）が

ランクインし、「50 億円以上」では 2 位が「三井住友銀行」、3 位が「三菱ＵＦＪ銀行」、4 位が「みずほ銀

行」となった。大企業では、メガバンクが存在感を示している。 

 

 

 

 

 

売上高5000万円未満

2025年
順位 金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 滋賀 3,215 ▲ 35 58.69% ▲ 1.17

2 関西みらい 687 ▲ 17 12.54% ▲ 0.43

3 滋賀中央信金 295 +5 5.39% +0.05

4 長浜信金 215 ▲ 5 3.92% ▲ 0.13

5 湖東信金 183 +7 3.34% +0.10

6 京都信金 166 ▲ 1 3.03% ▲ 0.05

7 京都 111 +5 2.03% +0.08

8 滋賀県信組 98 ▲ 5 1.79% ▲ 0.11

9 京都中央信金 57 ▲ 6 1.04% ▲ 0.12

10 大垣共立 40 +1 0.73% +0.01

売上高5000万円～1億円未満

2025年
順位 金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 滋賀 1,388 +44 56.84% ▲ 0.84

2 関西みらい 301 +9 12.33% ▲ 0.20

3 滋賀中央信金 169 +2 6.92% ▲ 0.25

4 京都信金 98 ▲ 3 4.01% ▲ 0.32

5 長浜信金 96 ▲ 3 3.93% ▲ 0.32

6 湖東信金 70 +2 2.87% ▲ 0.05

7 京都 51 +4 2.09% +0.07

8 滋賀県信組 40 +1 1.64% ▲ 0.03

9 京都中央信金 36 +2 1.47% +0.01

10 大垣共立 19 ±0 0.78% ▲ 0.04

売上高1～5億円未満

2025年
順位 金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 滋賀 2,439 +10 55.89% ▲ 0.97

2 関西みらい 553 ▲ 3 12.67% ▲ 0.34

3 滋賀中央信金 291 +18 6.67% +0.28

4 京都信金 202 +19 4.63% +0.35

5 長浜信金 147 +3 3.37% ±0.00

6 湖東信金 144 ▲ 6 3.30% ▲ 0.21

7 京都 104 ▲ 4 2.38% ▲ 0.15

8 滋賀県信組 82 ▲ 1 1.88% ▲ 0.06

9 京都中央信金 53 +6 1.21% +0.11

10 大垣共立 30 ▲ 1 0.69% ▲ 0.04

売上高5～10億円未満

2025年
順位 金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 滋賀 510 +25 60.36% ▲ 0.65

2 関西みらい 92 ▲ 4 10.89% ▲ 1.19

3 滋賀中央信金 43 +7 5.09% +0.56

4 京都 35 +4 4.14% +0.24

5 京都信金 31 +1 3.67% ▲ 0.10

6 湖東信金 24 +9 2.84% +0.95

7 大垣共立 19 +1 2.25% ▲ 0.01

8 長浜信金 17 +2 2.01% +0.12

9 滋賀県信組 9 ▲ 1 1.07% ▲ 0.19

9 京都中央信金 9 +3 1.07% +0.32

売上高10～50億円

2025年
順位 金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 滋賀 428 ▲ 5 55.37% ▲ 1.16

2 関西みらい 93 +4 12.03% +0.41

3 三菱ＵＦＪ 45 +1 5.82% +0.08

4 滋賀中央信金 31 +2 4.01% +0.22

5 京都信金 22 +1 2.85% +0.11

5 京都 22 ±0 2.85% ▲ 0.02

7 長浜信金 19 +2 2.46% +0.24

8 三井住友 18 ▲ 4 2.33% ▲ 0.54

9 商工中金 14 ±0 1.81% ▲ 0.02

10 りそな 12 ±0 1.55% ▲ 0.02

売上高50億円以上

2025年
順位 金融機関 社数 社数 前年比 シェア シェア 前年比

1 滋賀 118 +6 54.63% +0.52

2 三井住友 21 +3 9.72% +1.02

3 三菱ＵＦＪ 17 +1 7.87% +0.14

4 関西みらい 9 +3 4.17% +1.27

4 みずほ 9 +1 4.17% +0.31

6 滋賀県信連 4 ±0 1.85% ▲ 0.08

6 りそな 4 +1 1.85% +0.40

8 京都 3 ▲ 1 1.39% ▲ 0.54

8 大垣共立 3 ▲ 1 1.39% ▲ 0.54

10 信金中央金庫 2 ±0 0.93% ▲ 0.04
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まとめ 

今回の調査の結果、滋賀県内では依然として地域金融機関の存在感が大きいことが判明した。企業

がメインバンクとして認識する金融機関のトップは「滋賀銀行」で構成比 57.28％を占めており、県内

唯一の地方銀行として確固たる地位を維持している。2 位は「関西みらい銀行」、3 位は「滋賀中央信

金」が続き、信金・信組も安定した基盤を維持している。 

業態別では「地方銀行」が 72.95％と圧倒的だが、信用金庫は 6 年連続でシェアを拡大するなど、

勢力図は徐々に変化しつつある。また、近年は口座維持コストの低さや迅速な融資決定力を武器に、ネ

ット銀行などの新興勢力がシェアを拡大しており、借入金を必要としない小規模企業を中心に、確たる

メインバンクを持たないケースも増加している。こうした変化は都市部で顕著だが、今後は地方にも広

がる可能性が高い。 

こうした状況下で、地域金融機関は新たな戦略を模索している。足元では、再生支援を担う部署や

新会社の設立により事業再生ビジネスへの参入が進むほか、2026 年には「企業価値担保権」を設定

した融資が始まり、知的資産や技術力を評価する事業性評価の総合力が試される局面に入る。また、

コンサルティングなどに特化した店舗を開設する動きもみられ、金融機関の役割が「資金提供者」から

課題解決型の「経営支援者」へと進化しつつある。今後は、地域企業の課題にきめ細かく対応すること

で「良きパートナー」としての存在感を示し、選ばれる金融機関となれるかどうかが鍵となるだろう。 


